
英文科目名称 VocabularyⅦ

単位数 3授業形態 演習

年次配当 １・２年次 前期

授業計画

　１．オリエンテーション：単語の学修の進め方、Power Wordsの学修の進め方などについて説明する。
　２．学修範囲：Power Words Unit １～３
　３．学修範囲：Power Words Unit　４～６
　４．学修範囲：Power Words Unit　７～９
　５．学修範囲：Power Words Unit　１０～１２
　６．学修範囲：Power Words Unit　１３～１５
　７．学修範囲：Power Words Unit　１６～１８
　８．学修範囲：Power Words Unit　１９～２２
　９．学修範囲：Power Words Unit　２３～２６
１０．学修範囲：Power Words Unit　２７～３０
１１．学修範囲：Power Words Unit　３１～３４
１２．学修範囲：Power Words Unit　３５～３８
１３．学修範囲：Power Words Unit　３９～４２
１４．学修範囲：Power Words Unit　４３～４６
１５．学修範囲：Power Words Unit　４７～５０

※50ユニット全ての終了が、期末試験の受験条件となる。

学修報告書（15%）、学修ノート提出（20%
）、期末試験（65%）評価基準は到達目標
に基づく。

課題に対する
フィードバック

使用しない。テキスト

授業時間外の学習
単位認定科目であるため、通常の授業は行わない。Power Wordsでの単語学修は全て自主的に進める（1週間
当たり3時間の学修を想定）。

授業概要及び
授業方法

①自主学修を基本とした単位認定科目である。
②ALC NetAcademy Power Words レベル８に、コンピュータを使用した自主学修形式で取り
組む。

Minami   Kyushu   Junior   College   Syllabus

使用しない。参考書

※単位認定科目である。備考

科目名称 ボキャブラリーⅦ
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（　 ）

英語コミュニケーション
留　　学
ビジネス・キャリア
ホテル・観光
オフィス情報
医療事務・医療秘書

（　 ）
（　 ）

（　 ）
（　 ）

スポーツ健康
（　 ）
（　 ）

大学編入 （　 ）

授業時間外の学習

授業の到達目標 英検準１級合格、TOEIC 700点取得に十分な語彙力を身につける。社会人として英語を使用する際に必要な
語彙力を固める。

関連する科目 ボキャブラリーⅠ～VI 学習成果との関係 ⑥

評価方法期末試験終了時に解答を示す。

グローバル （○）


